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家庭園芸肥料・用土協議会は、家庭園芸の安全で健全な振興のために、メーカー企業有志により昭和59年に設立されました。

家庭園芸肥料・用土協議会
〒650-0041 神戸市中央区新港町14-1　財団法人日本肥糧検定協会関西支部気付

TEL 078-332-6491　　FAX 078-332-6545　　http://www.a-hiryo-youdo.com/
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会 員 紹 介 毎回、会員リスト掲載順に
紹介していきます

事 務 局 よ り
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　明日の農業・園芸の未来を見据える洞察力で、私たちは次代を語ります。

　グリーンテックの事業展開は、安心・安全をテーマにし、常に消費

者の立場に立った商品開発に努めています。家庭菜園初心者でも失敗

することなく育てられる品種別有機培養土や肥料を提供し、自らの手

で育てる楽しみと家族で収穫する喜びを味わっていただきたいと思い

続けています。これからも消費者に支持されるメーカーであり続けた

いと考えております。

　安全・安心をお届けする、園芸用土・農業資材総合卸メーカーとして、

お客様の立場に立った商品を日々開発しております。弊社の培養土は、

300℃高温熱処理済み、自社農場にて生育栽培試験済み、土とたい肥を長

期間堆積させた堆積培養土。この３つの柱を軸に、オンリーワンな商品

で更なる世紀を緑いっぱいの地球にしていく為に、環境問題にも真剣に

取り組むグローバル企業であり続けたいと考えております。

株式会社グリーンテック
〒322-0015
栃木県鹿沼市上石川1866-32
TEL0289-76-3365
FAX0289-76-3364
http://www.gr-tec.com

菊池産業株式会社
〒329-2805

栃木県那須塩原市上横林260
TEL0287-35-3282
FAX0287-35-3287

http://www.nas.ne.jp/usr/kikusan 不況に負けない家庭園芸

更なる発展へ期待

　今年の総会は、農林水産消費安全
技術センター神戸センターが、こ
の４月に改組されましたことから、
大阪を離れ神戸で開催することに
なりました。ご協力を賜りましたＦ
ＡＭＩＣ神戸センターには、改めて
御礼を申し上げます。
　昨年の７月に就任して、任期の折り返し地点に、理事各
位をはじめ会員各社、事務局のご協力を得て、これまでやっ
てこられたことに感謝を申し上げます。昨年の今頃は、原料・
燃料価格の暴騰に見舞われ、そのピークがまったく見えず、
先行きに不安を抱えていた状
態でありました。その後、９月
のリーマンショックに伴う金
融危機では「日本の銀行の痛
みは小さい、日本経済への影
響は欧米に比べれば比較的小
さい」と言われたのも束の間であります。輸出に大きく依
存する日本経済の痛み大きさは、世界の中でも大きく、深く、
昨年10～12月、今年の上半期は自動車・電機関係の生産調整・
在庫調整の対応は、過去にないスピードと大きさでした。
その対応の早さが、現在の回復基調と言われているものに
繋がっているものとは思いますが、到底過去のレベルに達
することは難しいのではないかと思います。
　そんな中で、我々、家庭園芸業界は健闘しているのでは
ないかと思います。総務省の１～５月の『家計調査』では、
消費支出全体では前年比97・５％、その中で園芸品・同用品
は95・２％と全体の比率を下回っています。一方、ＤＩＹ協

会のまとめによるホームセンターの園芸・エクステリア
の関係では、１～５月の売上げは104％と上回っており、まっ
たく反対の数字が出ています。いろいろな話を聞く限り
では後者の数字の方が実態にあっているのではないかと、
判断しています。そういう意味で、今回の不況の影響は（園
芸業界は）あまり受けておらず、健闘していると言った次
第です。その要因の１つは、昨年来顕著に見られる家庭菜
園の浸透。これが『安心・安全』をキーワードに、自分で作り、
自分で消費する、花より団子ならぬ、花より野菜というこ
とになっています。２つには、不況の影響による所得の減
少であり、安近短の消費傾向にあるといわれています。ガー
デニングは安上がりで、時間も潰せるので、それに最も向
いているのではないでしょうか。

　最近の新聞によれば、アメ
リカのオバマ大統領のミシェ
ル夫人が、ホワイトハウスで
家庭菜園にいそしんでいると
いう記事がありました。アメ
リカでは家庭菜園がブームで、

対前年比で20％以上の伸びを示しているという記事でし
た。欧米の流行は、割合日本に反映されやすいという流れ
があります。日本のマスコミの取上げ方次第では、大きな
期待をしてもいいのかもしれません。
　こうした家庭園芸のフォローウィンドを是非活かし、
同時に自らの力で家庭園芸のますますの発展を成し遂げ
たいものです。野菜や花を作るための肥料・用土を作るメー
カー、その他の関連する企業の集う団体として、品質のしっ
かりとした安全な肥料・用土を供給して、トラブルもチャ
ンスとして活かすように持っていきたいものです。

　当協議会の第26回総会が、７月16日に神戸市中央区港
島南町の農林水産消費安全技術センター（略称ＦＡＭＩＣ）
神戸センターで開催されました。本総会は例年、大阪の
ＫＫＲホテルで開催していましたが、同センターが、今
年４月にこれまであった大阪事務所と岡山事務所を神
戸センターに統合、同時に現在の所在地へと移転しまし
たので、今回は見学も兼ねて同センターでの総会を企画。
ＦＡＭＩＣ様のご好意で開催となりました。
　来賓として、ＦＡＭＩＣ神戸センターの寺野重造所長
等にもご出席いただきました。
　総会は60社中、出席20社、委任状提出28社で、過半数を
満たして成立。
　小塚純一副会長による司会進行で、寺野所長の来賓祝辞、
宮本一光会長のあいさつに続いて議案審議に入りました。
　議案は①平成20年度事業報告②同年度決算報告、同監
査報告③21年度事業計画案④同年度予算案⑤報告・依頼
事項について審議し、いずれの議案も異議無く承認され
ました。今年度の事業計画としては、会員の為の「肥料取

締法改正点の説明会」、肥料・用土の安全な利用に関する
普及・啓発活動などを、引き続き開催していくことを決定。
新会員の獲得にも力を入れていくことになりましたので、
皆さんのご協力をよろしくお願いします。
　また、現在の事業活動の状況をかんがみ、組織構造の
見直しを図りました（４ページ参照）。
　総会終了後には、ＦＡＭＩＣ神戸センターの泉和夫肥
料検査課長による同センターの紹介と、日本放送出版協
会の編集局家庭編集部「趣味の園芸ビギナーズ＆やさい
の時間」の加藤雅也編集長による講演会「なぜ今、野菜なの」
が行われました。野菜作りが都市生活で失われた人間関
係の回復に役立つと
いう加藤氏のお話は、
我々にとっても大変
興味深く、園芸の新
分野として育ててい
こうと皆さん熱心に
拝聴されていました。

● 入退会報告
　退会＝株式会社三浦グリーンビジネス、株式会社ガーデナー

　入会＝近畿農産資材株式会社、株式会社エイ・シー・エム、株式会社グリーン産業、有限会社タカムラ

　会社名変更＝キング化学株式会社から株式会社白元に変更

ＦＡＭＩＣ神戸センターでＦＡＭＩＣ神戸センターでＦＡＭＩＣ神戸センターで
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ＦＡＭＩＣ　　　　　　についてＦＡＭＩＣ　　　　　　について（ 　　　　　　　）独立行政法人農林水産
消費安全技術センター（ 　　　　　　　）独立行政法人農林水産
消費安全技術センター

肥料・用土Ｑ＆Ａ肥料・用土Ｑ＆Ａ肥料・用土Ｑ＆Ａ
Ａ.　　　家庭園芸用肥料・用土協議会では、『消費者にとっ

て解りやすい基準』として、図のような推奨表示をおこ

ない情報提供を行っております。

　商品に、①適用植物名、②内容量、③主な配合原料名。

④肥料配合の有無、⑤ｐＨ、⑥ＥＣ、⑦製造業者および連

絡先などの表示があり、責任の所在が明確になるように

基本情報項目を定めました。

　当協議会会員各社では商品の包装に右記のような表

示をおこない、品質に関する情報を提供しております。

用土について、品質表示の
基準はありますか

Ｑ.

　独立行政法人農林水産消費安全技術センター（ＦＡＭ
ＩＣ）は、平成19年４月にそれまでの農林水産消費技術セ
ンター、肥飼料検査所、農薬検査所の３法人が統合して発
足しました。今回、総会でお世話になった同神戸センター
は、大阪事務所と岡山事務所を神戸センターに統合した
上で、今年４月に現在の建物（神戸市中央区港島南町１－
３－７:ポートアイランド内）へ移転しました。

　この機関の目的は、肥料、農薬、飼料、ペットフード、食
品等に関する検査・分析等を効率的・効果的に推進し、国
民の視点に立った一元的な情報や、質の高いサービスの
提供を行い、食品等の安全・安心に貢献することです。
　我々に直接関係のある「肥料の安全性と品質の確保」に
関しては、次のようなものがあります。

【肥料取締法に基づくもの】
　肥料の登録及び仮登録の申請に関する業務＝生産業者
又は輸入業者から提出された肥料について、登録（仮登録）
申請書の記載事項の調査及び肥料の見本についての分析・
鑑定又は栽培試験等を行い、公定規格への適合性等を判
断する調査を実施。

　肥料の立入検査に関する業務＝農林水産大臣の指示に
より、肥料の生産事業場、倉庫等に立ち入り、肥料及び原料、
業務に関する帳簿書類についての検査や、肥料の収去を
行います。収去した肥料は、有害成分等が公定規格に適合
しているか、表示されている成分量が適正か等について、
分析・鑑定又は栽培試験等の検査を行い、その結果を農林
水産大臣に報告。検査の結果、法令等に抵触するものが認
められた場合は、関係者への技術的指導を行っています。

　肥料公定規格の設定等に関する業務＝公定規格は、安
全性に対するニーズ等を受けて新たな設定や変更が行わ

れるため、新たな知見に基づく規格の見直しのための調
査や、肥料生産業者等から規格改正の申し出があった場
合に、肥料の安全性や効果について技術的な面から確認
調査を実施し、その結果を農林水産大臣に報告します。

【地力増進法に基づくもの】
　土壌改良資材の立入検査に関する業務＝土壌改良資材
の品質に関する表示の適正化について、農林水産大臣の
指示により、製造事業場等に立ち入り、土壌改良資材及び
原料、帳簿等についての検査を行っています。土壌改良資
材の表示事項が適正か、理化学的試験により確認し、検査
の結果、法令等に抵触するものが認められた場合は、関係
者への技術的な指導を行います。

　この他に、飼料、ペットフード、食品（有機ＪＡＳの認定
団体への検査等）が調査対象になります。また、神戸セン
ターでは農薬の検査はしていないそうですが、ＪＡＳ法
の関係で材木の検査などもされているそうです。（事務局）

ペットフードの
安全性の確保

食品等の
品質の改善と
表示の適正化

食品の安全
に係わる緊急事態
への対処

遺伝子組換え
生物による
生物多様性への
悪影響の防止

農薬の登録制度
を通じた安全性と
品質の確保

土壌改良資材の
品質の確保

肥料の安全性と
品質の確保

ペットフード安全法

食品安全基本法

ＪＡＳ法

カルタヘナ担保法農薬取締法

飼料安全法

地力増進法

飼料及び
飼料添加物の
安全性確保と
品質改善

肥料取締法肥料取締法

ペットフード安全法

食品安全基本法

ＪＡＳ法

カルタヘナ担保法農薬取締法

飼料安全法

地力増進法

土づくり 生産 加工・流通・販売 消費

［ ＦＡＭＩＣが対応する法令 ］

農林水産消費安全技術センターによる一体的な対応 ※一部の法律名は略称です

日本放送出版協会 編集局 家庭編集部
「趣味の園芸ビギナーズ＆やさいの時間」編集長　加藤雅也氏「なぜ今、野菜なの」「なぜ今、野菜なの」

　大きく分けて２つのお話をしたいと思います。１つは個々人
にとって、自分で野菜をつくることの意味はなにか。もう１つは、
個々人が野菜作りの体験を積み重ねることの社会的な意味は
なにか。結論を先に言うと、野菜作りは現代社会で失われつつ
ある（人間同士の）関係性の回復に役立つきっかけになるとい
う気がします。
　 環境問題と野菜ブーム
　野菜ブームの時代背景には、環境保護への関心、食の安全へ
の関心の高まりがあります。
　ご存知のエコマークは1989年にスタートしました。財団法人
日本環境協会が一定の条件を満たした製品やサービスに限っ
て使用を許可するもで、その２年後の1991年にはリサイクル法
が施行されました。リサイクル法はその後、2000年の「循環型社
会を形成する新基本法」の成立によって、全部改められて現在
に到っていますが、ここからリサイクルが始まりました。2001年
の省庁再編成によって環境庁が環境省になるという流れがあり、
そうした制度の整備があって、同時に環境に対する諸条件が醸
成されていきました。
　野菜ブームに直接的に影響を与えたのは、「スローフード」「ロ
ハス」「エコツーリズム」「カーボンオフセット」「屋上緑化」「緑の
カーテン」「オーガニック」といったもので、エコ関連のモノ・コ
ト・サービスが市民権を得た感があります。特に「スローフード」
「ロハス」は社会運動としての広まりや思想性があり、野菜作り
に強い影響を与えたと思われます。
　スローフード運動は1986年にイタリア北部のピエモンテ州
で始まりました。1989年にはパリで国際スローフード協会が設
立され、今では全世界に会員が８万人くらいいるそうです。
　ロハスは「農産物の生産から消費に到る各段階での、健康で
持続可能性を指向するライフスタイル」のこと。単純な環境保
護思想やライフスタイルの提案と捉えられがちですが、実はこ
れは『企業の成長戦略がそのまま環境保護に直結するビジネス
モデルを構築しよう』というマーケティングコンセプトです。
それを実現している会社は沢山あります（日本のナチュラルハ
ウス、アメリカのパタゴニア、ベルギーのエコベール等）。
　次に「安全で安心なもの」を食べたいという思いがあります。
2002年の中国野菜の残留農薬問題が、日本社会に与えたインパ
クトは大きく、有機農業や有機野菜に対する関心が出てきまし
た。そうした状況を背景に、2006年に有機農業推進法が制定され、
国として有機農業を推進することになりました。単に残留農薬
が基準値内に収まっているというだけでなく、化学肥料や化学
農薬を使わない、有機農法で野菜をつくることを国として推進
したことはインパクトが大きく、野菜に対する関心、自分で野
菜を作る機運が生まれてきたと思っています。
　もうひとつは、野菜の「旬」が分かりにくくなってきているこ
とが上げられます。
　暮らしを豊かにするための仕組みが、逆に旬という豊かさのひ
とつを阻害してしまうジレンマが生じたわけですが、逆にそれ故
に旬が評価されるという面もあります。旬は気分の問題だけでな
く、実際に旬の野菜は栄養価が高いという研究結果もあります。
　野菜づくりをしている人の中には、美味しいものを食べたい
から自分で作っている人も結構います。そうした人が増えたこ
とで、レストラン業界でも世界的に「有機野菜」や「地元産野菜」
が人気になっています。昔はもっと豪華な食べ物にお金を払い
ましたが、今は逆にこうしたものも売りになる時代になってい
るのです。
　 安全・安心だけではない
　ようやく本題に入りますが、（レジメに）野菜ブームは本物か
と書きましたが、本物であるというデータをそこにいくつか上
げました。今年の春は「トマト戦争」などと言われ、お客さんが
園芸店やガーデンセンターにいっぱいやってきました。矢野経
済研究所の調査では、2008年度の家庭野菜向け野菜苗の出荷額
は、対前年比で16％増の115億円とまとめています。市民農園の
開設率も、平成６年の1039カ所から、平成20年末には3273カ所で

約３倍になっています。内訳を見ると、ほと
んどが都市部に出来ています。体験農園の
数も平成20年末で、東京都内で57カ所。も
ともとは都市農家の生き残り戦略から始
まったのですが、時代のニーズ、使う側の
ニーズにも合って一気に広がりました。
　ナゼ野菜なのかといえば、中国野菜の残留農
薬問題に端を発し、食の安全・安心に関心が高まったのが１つ
の要因でしょう。有機無農薬栽培に対する関心、安全で安心な
ものを食べたいという関心、そういったものがあって野菜ブー
ムになりました。
　では、安全で安心でエコだから野菜を作るのかといえば、それ
だけで野菜を作るわけではないようです。実際に野菜づくりを
実践している人が口にするのは、採りたての新鮮さを味わえる
他に、野菜が大きくなっていくのを見る楽しみ、家族や友人と一
緒に野菜を育てる楽しさ、手塩にかけた野菜を自分で食べる楽
しさ、スーパーでは売っていない珍しい野菜が食べられる楽し
み等があります。そういったお題目でない楽しみがある時、人間
は行動します。それが大きなモチベーションになっているのです。
　2005年の東京都内体験農園の利用者を調査したデータでは、
全ての世代を合わせると、体験農園利用者の60％以上が家族や
仲間など、誰かと一緒に野菜作りを楽しんでいます。30～40代に
限れば８割以上になります。（野菜は）手数がかかることもある
が、それによって１人では出来ない楽しみ方ができるのです。
　自分で野菜づくりをすることの意味は、「食育」の最高の機会
です。子供と一緒に野菜づくりをすると、野菜がどう育ってい
くのか全部プロセスを見ることができます。それを見た状態で
食べる野菜は、単に買ってきた野菜を食べるのとは意味が違い
ます。自分が育てた野菜には、育てたプロセスが物語としてそ
こに入っているから、それを含めて美味しい。野菜は単なる「商
品」ではなく、「自分の手で生み出した果実」と捉えられます。
　 野菜づくりで社会は変わる
　大上段に構えましたが、野菜づくりは社会を変える可能性が
あると思います。
　昔は、家庭でもカマドでご飯を炊く、マキでお風呂を沸かす等、
１人では出来ないので家族で力を合わせてやっていました。し
かたなくて家族は協力するのですが、結果として家族関係を強
化する装置として機能していました。
　現代社会は非常に便利になりましたが、失ってしまったもの
もかなり大きいと思います。そうした（昔の）経験があって大人
になった人はいいが、子供の頃からボタン１つで済んでしまっ
ては、なかなかコミュニケーションを豊かにとれない子供にな
ります。これはその子が悪いのではなく、仕組みが悪いのです。
本当にささやかなものかもしれませんが、野菜づくりが日本中
に広がっていけば、今より少しは社会が安定するのではないか
と思います。
　昔の商店街などのお店では、売り買いする関係の中にも人間
の社会を安定化する要素が、自然に存在しました。それが今は
便利にしようとして大きなスーパーが出来て、はたと気づいた
ら昔あった人間関係はどこに行ってしまったのか、という状況
になってしまいました。
　我々は便利を追及した結果、その便利は獲得しましたが、結
果として失ったものはかなりあり、若干（社会に）問題が出てき
たという感があります。野菜づくりが、そのスイッチをちょっ
と変えるきっかけになればいいと思っています。
　少しでも多くの人が、自分たちで野菜を作って、できれば友達
と、家族とコミュニケーションをとりながら、時には嫌がられな
がらも、ご近所にお裾分けするのも結構いいことかなと思います。
　映画「オールウェイズ　三丁目の夕日」や「寅さん」などには、
単にノスタルジーだけでなく僕らが失った人間関係の妙味の
ようなものがあります。それを取り返せば社会も少しはよくな
るのではないでしょうか。野菜づくりがその一助になればよい
と思っています。　　　　　　　　　　　　　　　（文責事務局）
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ない情報提供を行っております。
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④肥料配合の有無、⑤ｐＨ、⑥ＥＣ、⑦製造業者および連

絡先などの表示があり、責任の所在が明確になるように
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基準はありますか

Ｑ.
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ようなものがあります。それを取り返せば社会も少しはよくな
るのではないでしょうか。野菜づくりがその一助になればよい
と思っています。　　　　　　　　　　　　　　　（文責事務局）

総会講演より
▼

▼

▼

▼

▼
▼

▼



家庭園芸肥料・用土協議会
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第26回総会が開催されました第26回総会が開催されました第26回総会が開催されました

1

家庭園芸肥料・用土協議会は、家庭園芸の安全で健全な振興のために、メーカー企業有志により昭和59年に設立されました。

家庭園芸肥料・用土協議会
〒650-0041 神戸市中央区新港町14-1　財団法人日本肥糧検定協会関西支部気付

TEL 078-332-6491　　FAX 078-332-6545　　http://www.a-hiryo-youdo.com/

4

会 員 紹 介 毎回、会員リスト掲載順に
紹介していきます

事 務 局 よ り

自己紹介

自己紹介

宮本会長あいさつ宮本会長あいさつ宮本会長あいさつ

家庭園芸肥料・用土協議会 組織図
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事務局

団体対応委員

東京総備㈱　柏原哲也　理事

関東委員

レインボー薬品㈱ 滝口健一 理事
加々美 理事代理
綿貫 理事代理

井上 理事代理
西井 理事代理

久納 理事代理

上野 理事代理

（敬称略）

河合 理事代理

米本 理事代理

鵜飼 理事代理

村田 理事代理

関西委員

旭化学工業㈱　大原詔雄　理事

無機肥料委員

㈱ハイポネックスジャパン 村上恭豊 理事

有機肥料委員

㈱ＪＯＹアグリス 小森強志 理事

用土委員

㈱刀川平和農園 刀川マリヤ 理事

会報誌委員

㈱東商　大石敏也　理事

パンフレット委員

㈱フマキラー　木下一明　理事

ＨＰ委員

㈱中島商事　中島吉之　理事
監事監事

㈱サカタのタネ 清水俊英
タキイ種苗㈱ 　横内定勝

副会長

㈱花ごころ
小塚純一　理事

副会長

日清ガーデンメイト㈱
宮入利和　理事

会長統括

副会長総括

副会長統括

　明日の農業・園芸の未来を見据える洞察力で、私たちは次代を語ります。

　グリーンテックの事業展開は、安心・安全をテーマにし、常に消費

者の立場に立った商品開発に努めています。家庭菜園初心者でも失敗

することなく育てられる品種別有機培養土や肥料を提供し、自らの手

で育てる楽しみと家族で収穫する喜びを味わっていただきたいと思い

続けています。これからも消費者に支持されるメーカーであり続けた

いと考えております。

　安全・安心をお届けする、園芸用土・農業資材総合卸メーカーとして、

お客様の立場に立った商品を日々開発しております。弊社の培養土は、

300℃高温熱処理済み、自社農場にて生育栽培試験済み、土とたい肥を長

期間堆積させた堆積培養土。この３つの柱を軸に、オンリーワンな商品

で更なる世紀を緑いっぱいの地球にしていく為に、環境問題にも真剣に

取り組むグローバル企業であり続けたいと考えております。

株式会社グリーンテック
〒322-0015
栃木県鹿沼市上石川1866-32
TEL0289-76-3365
FAX0289-76-3364
http://www.gr-tec.com

菊池産業株式会社
〒329-2805

栃木県那須塩原市上横林260
TEL0287-35-3282
FAX0287-35-3287

http://www.nas.ne.jp/usr/kikusan 不況に負けない家庭園芸

更なる発展へ期待

　今年の総会は、農林水産消費安全
技術センター神戸センターが、こ
の４月に改組されましたことから、
大阪を離れ神戸で開催することに
なりました。ご協力を賜りましたＦ
ＡＭＩＣ神戸センターには、改めて
御礼を申し上げます。
　昨年の７月に就任して、任期の折り返し地点に、理事各
位をはじめ会員各社、事務局のご協力を得て、これまでやっ
てこられたことに感謝を申し上げます。昨年の今頃は、原料・
燃料価格の暴騰に見舞われ、そのピークがまったく見えず、
先行きに不安を抱えていた状
態でありました。その後、９月
のリーマンショックに伴う金
融危機では「日本の銀行の痛
みは小さい、日本経済への影
響は欧米に比べれば比較的小
さい」と言われたのも束の間であります。輸出に大きく依
存する日本経済の痛み大きさは、世界の中でも大きく、深く、
昨年10～12月、今年の上半期は自動車・電機関係の生産調整・
在庫調整の対応は、過去にないスピードと大きさでした。
その対応の早さが、現在の回復基調と言われているものに
繋がっているものとは思いますが、到底過去のレベルに達
することは難しいのではないかと思います。
　そんな中で、我々、家庭園芸業界は健闘しているのでは
ないかと思います。総務省の１～５月の『家計調査』では、
消費支出全体では前年比97・５％、その中で園芸品・同用品
は95・２％と全体の比率を下回っています。一方、ＤＩＹ協

会のまとめによるホームセンターの園芸・エクステリア
の関係では、１～５月の売上げは104％と上回っており、まっ
たく反対の数字が出ています。いろいろな話を聞く限り
では後者の数字の方が実態にあっているのではないかと、
判断しています。そういう意味で、今回の不況の影響は（園
芸業界は）あまり受けておらず、健闘していると言った次
第です。その要因の１つは、昨年来顕著に見られる家庭菜
園の浸透。これが『安心・安全』をキーワードに、自分で作り、
自分で消費する、花より団子ならぬ、花より野菜というこ
とになっています。２つには、不況の影響による所得の減
少であり、安近短の消費傾向にあるといわれています。ガー
デニングは安上がりで、時間も潰せるので、それに最も向
いているのではないでしょうか。

　最近の新聞によれば、アメ
リカのオバマ大統領のミシェ
ル夫人が、ホワイトハウスで
家庭菜園にいそしんでいると
いう記事がありました。アメ
リカでは家庭菜園がブームで、

対前年比で20％以上の伸びを示しているという記事でし
た。欧米の流行は、割合日本に反映されやすいという流れ
があります。日本のマスコミの取上げ方次第では、大きな
期待をしてもいいのかもしれません。
　こうした家庭園芸のフォローウィンドを是非活かし、
同時に自らの力で家庭園芸のますますの発展を成し遂げ
たいものです。野菜や花を作るための肥料・用土を作るメー
カー、その他の関連する企業の集う団体として、品質のしっ
かりとした安全な肥料・用土を供給して、トラブルもチャ
ンスとして活かすように持っていきたいものです。

　当協議会の第26回総会が、７月16日に神戸市中央区港
島南町の農林水産消費安全技術センター（略称ＦＡＭＩＣ）
神戸センターで開催されました。本総会は例年、大阪の
ＫＫＲホテルで開催していましたが、同センターが、今
年４月にこれまであった大阪事務所と岡山事務所を神
戸センターに統合、同時に現在の所在地へと移転しまし
たので、今回は見学も兼ねて同センターでの総会を企画。
ＦＡＭＩＣ様のご好意で開催となりました。
　来賓として、ＦＡＭＩＣ神戸センターの寺野重造所長
等にもご出席いただきました。
　総会は60社中、出席20社、委任状提出28社で、過半数を
満たして成立。
　小塚純一副会長による司会進行で、寺野所長の来賓祝辞、
宮本一光会長のあいさつに続いて議案審議に入りました。
　議案は①平成20年度事業報告②同年度決算報告、同監
査報告③21年度事業計画案④同年度予算案⑤報告・依頼
事項について審議し、いずれの議案も異議無く承認され
ました。今年度の事業計画としては、会員の為の「肥料取

締法改正点の説明会」、肥料・用土の安全な利用に関する
普及・啓発活動などを、引き続き開催していくことを決定。
新会員の獲得にも力を入れていくことになりましたので、
皆さんのご協力をよろしくお願いします。
　また、現在の事業活動の状況をかんがみ、組織構造の
見直しを図りました（４ページ参照）。
　総会終了後には、ＦＡＭＩＣ神戸センターの泉和夫肥
料検査課長による同センターの紹介と、日本放送出版協
会の編集局家庭編集部「趣味の園芸ビギナーズ＆やさい
の時間」の加藤雅也編集長による講演会「なぜ今、野菜なの」
が行われました。野菜作りが都市生活で失われた人間関
係の回復に役立つと
いう加藤氏のお話は、
我々にとっても大変
興味深く、園芸の新
分野として育ててい
こうと皆さん熱心に
拝聴されていました。

● 入退会報告
　退会＝株式会社三浦グリーンビジネス、株式会社ガーデナー

　入会＝近畿農産資材株式会社、株式会社エイ・シー・エム、株式会社グリーン産業、有限会社タカムラ

　会社名変更＝キング化学株式会社から株式会社白元に変更

ＦＡＭＩＣ神戸センターでＦＡＭＩＣ神戸センターでＦＡＭＩＣ神戸センターで


